
第３期しあわせ実感かかみがはら人口ビジョン・総合戦略（素案）修正箇所一覧

通番 頁 章 大項目 中項目 小項目 修正前 修正後 備考

1 1
人口

ビジョン
1.策定の趣旨 (1)策定の趣旨 ー

　人口減少・少子高齢化社会が到来する中、人口減少に歯止めをか
けるとともに、東京圏への人口の過度の集中を是正することなどを
目指し、平成２６（２０１４）年にまち・ひと・しごと創生法が制
定されるとともに、国の人口の現状と将来の展望を提示する「ま
ち・ひと・しごと創生長期ビジョン」及び、今後５か年の政府の施
策の方向を提示する「まち・ひと・しごと創生総合戦略」が閣議決
定された。

　人口減少・少子高齢化社会が到来する中、人口減少に歯止めをか
けるとともに、東京圏への人口の過度の集中を是正することなどを
目指し、平成２６（２０１４）年にまち・ひと・しごと創生法が制
定され、国の人口の現状と将来の展望を提示する「まち・ひと・し
ごと創生長期ビジョン」及び、今後５か年の政府の施策の方向を提
示する「まち・ひと・しごと創生総合戦略」が閣議決定された。

「～ともに」が文章中に重複していたため修正した。

2 1
人口

ビジョン
1.策定の趣旨 (1)策定の趣旨 ー

　今回、新たに人口ビジョンと総合戦略を一体として「第３期しあ
わせ実感かかみがはら人口ビジョン・総合戦略」を策定するにあた
り、総合戦略策定の基礎資料となる人口ビジョンについて、令和２
（２０２０）年国勢調査の結果や、各種統計等の最新のデータ等を
踏まえ、各種数値の更新、それに伴う記述の変更、一部記載内容の
見直しを行った。

　「第３期しあわせ実感かかみがはら人口ビジョン・総合戦略」を
策定するにあたり、総合戦略策定の基礎資料となる人口ビジョンに
ついて、令和２（２０２０）年国勢調査の結果や、各種統計等の最
新のデータ等を踏まえ、各種数値の更新、それに伴う記述の変更、
一部記載内容の見直しを行った。

１行目では「総合戦略」と「人口ビジョン」は「一
体」として策定すると記載しているが、その後の説明
では、それぞれの計画は別のものという説明になって
いたため、文章を修正した。

3 2～21
人口

ビジョン
2.各務原市の
人口動向分析

(1)人口動向分析 ー ー ※グラフの説明は、各グラフの上に記載するよう統一した。
グラフに関する説明の位置が、ページ上部にまとめら
れているものと、各グラフの上に記載しているものと
が混在していたため、記載箇所を統一した。

4 2～21
人口

ビジョン
2.各務原市の
人口動向分析

(1)人口動向分析 ー ー

※一定のまとまりごとに、項目のタイトルを追加した。
（P4【国籍別人口】，P5【国籍別在留外国人】，P6【平均寿命】，
P7【年齢別人口総数】，P12【生涯未婚率】，P13【平均初婚年
齢】，P14【初産の平均年齢】，P16【移動理由別転入転出差】【年
齢５歳階級別転入超過数】，P18【市町村間の流入・流出】，P20
【産業別従事者割合】，P21【製造業の産業中分類別従業者数・事
業所数】）

項目ごとにタイトルが付けられているものと、付けら
れていないものとが混在していたため、項目のタイト
ルを記載することに統一した。

5 5
人口

ビジョン
2.各務原市の
人口動向分析

(1)人口動向分析
国籍別在留外国人

の推移
２０２３年　在留外国人数　合計２,０２７人 ２０２３年　在留外国人数　合計３,９６５人 グラフの数値に誤りがあったため修正した。

6 9
人口

ビジョン
2.各務原市の
人口動向分析

(1)人口動向分析
日本人住民の自然

増減数、社会増減数
の推移

・日本人住民は、平成２３（２０１１）年度にかけて増減を繰り返
しながら、概ね増減数は増加で推移してきたが、平成２４（２０１
２）年度以降は減少で推移しており、近年は自然減が進んでいる。

・日本人住民は、平成２３（２０１１）年度にかけて、概ね増加で
推移してきたが、平成２４（２０１２）年度以降は減少で推移して
おり、近年は自然減が進んでいる。

「増減を繰り返しながら、概ね増減数は増加で推移」
という読みづらい文章となっていたため、修正した。

7 9
人口

ビジョン
2.各務原市の
人口動向分析

(1)人口動向分析
外国人住民の自然

増減数、社会増減数
の推移

・２０１２年度以前は４月１日から３月３１日までの間、２０１３
年以降は１月１日から１２月３１日までの間の人口動態自然増減数
は、調査期間中における、出生者数から死亡者数を減じた数。

・２０１２年度以前は４月１日から３月３１日までの間、２０１３
年以降は１月１日から１２月３１日までの間の人口動態
・自然増減数は、調査期間中における、出生者数から死亡者数を減
じた数

グラフの解説について、適切に改行がされていなかっ
たため修正した。

8 9
人口

ビジョン
2.各務原市の
人口動向分析

(1)人口動向分析
外国人住民の自然

増減数、社会増減数
の推移

・社会増減数は、調査期間における、転入者数及びその他記載数の
合計から転出者数及びその他消除数の合計を減じた数

・社会増減数は、調査期間における、転入者数及びその他記載数
（帰化、住所設定、職権回復、転出取消、職権記載）の合計から転
出者数及びその他消除数（国籍喪失、職権消除）の合計を減じた数

グラフの解説について、社会増減の算定方法に関する
説明を追加した。

9 10
人口

ビジョン
2.各務原市の
人口動向分析

(1)人口動向分析 合計特殊出生率

・自然動態について、合計特殊出生率は平成２７（２０１５）年ま
で上昇傾向にあったが、平成２８（２０１６）年から令和２（２０
２０）年まで下降傾向となり、令和３（２０２１）年に上昇に転じ
たもの、令和４（２０２２）年には再び減少している。

・自然動態について、合計特殊出生率は平成２７（２０１５）年ま
で上昇傾向にあったが、平成２８（２０１６）年から令和２（２０
２０）年まで下降傾向となり、令和３（２０２１）年に上昇に転じ
たものの、令和４（２０２２）年には再び減少している。

誤字を修正した。

10 11
人口

ビジョン
2.各務原市の
人口動向分析

(1)人口動向分析
自然動態（出生・

死亡）の推移
２０２３年　データなし ２０２３年　出生：８６７、死亡：１,７２３ 市の統計データより、数値を追加した。
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通番 頁 章 大項目 中項目 小項目 修正前 修正後 備考

11 13
人口

ビジョン
2.各務原市の
人口動向分析

(1)人口動向分析 平均初婚年齢

・男性では、平成２７（２０１５）年から平成３０（２０１８）年
にかけて上げ止まりの状況にあったが、令和元（２０１９）年以降
低下し、令和４（２０２２）年に上昇に転じている。一方、女性で
は、平成２４（２０１２）年にピークに達し、その後は上昇と低下
を繰り返しながら推移し、令和４（２０２２）年に再び下降に転じ
ている。

 男性では、平成２７（２０１５）年にピークとなり、その後は概
ね横ばいで推移した後、令和元（２０１９）年以降低下傾向にあ
る。女性では、平成２４（２０１２）年にピークに達し、その後は
概ね横ばいで推移している。

グラフの説明について、わずかな増減については「概
ね横ばい」と文章を修正した。

12 13
人口

ビジョン
2.各務原市の
人口動向分析

(1)人口動向分析 平均初婚年齢

・岐阜県では、男女ともに平成２５（２０１３）年まで上昇傾向
で、平成２６（２０１４）年以降は低下している。また、全国で
は、男女ともに平成２６（２０１４）年まで上昇傾向で、平成３０
（２０１８）年まで横ばいで推移し、令和元（２０１９）年に上昇
した後、令和２（２０２０）年に再び低下したが、令和４（２０２
２）年にかけて上昇している。

 岐阜県では、男女ともに平成２５（２０１３）年まで上昇傾向
で、その後は概ね横ばいで推移している。また、全国においても、
男女ともに平成２６（２０１４）年まで上昇傾向で、その後は概ね
横ばいで推移している。

グラフの説明について、わずかな増減については「概
ね横ばい」と文章を修正した。

13 14
人口

ビジョン
2.各務原市の
人口動向分析

(1)人口動向分析 初産の平均年齢

 初産の平均年齢は、令和４（２０２２）年には男性で３２．２
歳、女性で３０．０歳となっている。父では、上昇と低下を繰り返
しながら少しずつ上昇していたが、令和３（２０２１）年から低下
している。母では、平成２７（２０１５）年までは上昇と低下を繰
り返しながら上昇していたが、平成２８（２０１６）年から平成２
９（２０１７）年にかけて大きく落ち込んだ後、平成３０（２０１
８）年に上昇、令和３（２０２１）にかけて横ばいに推移し、令和
４（２０２２）年には再び低下している。
 岐阜県では、男性は、平成２９（２０１７）年まで上昇傾向に
あったが、その後は概ね横ばいで推移している。女性は、平成２８
（２０１６）年まで上昇傾向にあったが、その後は概ね横ばいで推
移している。
 全国では、男性は、平成２８（２０１６）年まで上昇傾向にあっ
たが、その後は概ね横ばいで推移し、令和３（２０２１）年に上昇
している。女性も男性と同様の傾向で、平成２７（２０１５）年ま
で上昇傾向にあったが、その後は概ね横ばいで推移し、令和３（２
０２１）年に上昇している。

 初産の平均年齢は、令和４（２０２２）年に父は３２．２歳、母
は３０．０歳となっている。父は、平成２５（２０１３）年までは
上昇傾向にあったが、それ以降は概ね横ばいで推移している。母
は、平成２７（２０１５）年までは上昇傾向にあったが、それ以降
は概ね横ばいで推移している。
 岐阜県では、父は、平成２９（２０１７）年まで上昇傾向にあっ
たが、その後は概ね横ばいで推移している。母も同様に、平成２８
（２０１６）年まで上昇傾向にあったが、その後は概ね横ばいで推
移している。
 全国では、父は、平成２８（２０１６）年まで上昇傾向にあった
が、その後は概ね横ばいで推移している。母も同様に、平成２７
（２０１５）年まで上昇傾向にあったが、その後は概ね横ばいで推
移している。

グラフの説明について、わずかな増減については「概
ね横ばい」と文章を修正した。

「父・母」と「男性・女性」が混在していたが、デー
タの出典（厚生労働省「人口動態統計」）に合わせ、
「父・母」に記載を統一した。

14 15
人口

ビジョン
2.各務原市の
人口動向分析

(1)人口動向分析
社会動態（転入・

転出）の推移
２０２３年　データなし ２０２３年　転入：５,２４５、転出：５,１９６ 市の統計データより、数値を追加した。

15 16
人口

ビジョン
2.各務原市の
人口動向分析

(1)人口動向分析
主な移動理由別

転入転出差

〇グラフのタイトル
主な移動理由別転入転出差（令和元（２０１９）～令和５（２０２
３）年の累計）

〇グラフのタイトル
主な移動理由別転入転出差（日本人）（令和元（２０１９）年～令
和５（２０２３）年の累計）

データに外国人は含まれないため、グラフのタイトル
にその旨を明記した。

16 17
人口

ビジョン
2.各務原市の
人口動向分析

(1)人口動向分析 昼夜間人口の推移 ー ※昼夜間人口の推移（男女別）のグラフと、その説明を追加した。
男女別で傾向の違いがみられたため、グラフ及びその
説明を追加した。

17 20
人口

ビジョン
2.各務原市の
人口動向分析

(1)人口動向分析 産業別従事者割合 ー ※円グラフ内の文字サイズを拡大した。
円グラフ内の文字サイズが小さく読みづらかったた
め、文字サイズを拡大した。

18 21
人口

ビジョン
2.各務原市の
人口動向分析

(1)人口動向分析
製造業の産業中分類別
従業者数・事業所数

ー ※グラフ横軸の文字の向きを縦書きに修正した。 グラフ横軸の文字の向きを修正した。

19 27
人口

ビジョン
4.人口の将来

展望

(1)人口の将来
展望に関連する
意識調査・分析

①まちづくりに関する
市民意識調査

○定住意向について
  将来、各務原市に住み続けたいと思うかについて、「わからな

い」が３２．９％と最も高く、次いで「一度市外に出て、また各務
原市に戻ってきたい」が３２．７％となっています。

  前回調査（平成３０年）に比べ、「一度市外に出て、また各務原
市に戻ってきたい」が高くなっています。

  性別について、男性、女性ともに「一度市外に出て、また各務原
市に戻ってきたい」が最も高く、次いで「わからない」が高くなっ
ています。

  学年別について、中学生は「一度市外に出て、また各務原市に
戻ってきたい」、高校生は「わからない」が最も高くなっていま
す。

○定住意向について
  将来、各務原市に住み続けたいと思うかについて、「わからな

い」が３２．９％と最も高く、次いで「一度市外に出て、また各務
原市に戻ってきたい」が３２．７％となっている。

  前回調査（平成３０年）に比べ、「一度市外に出て、また各務原
市に戻ってきたい」が高くなっている。

  性別について、男性、女性ともに「一度市外に出て、また各務原
市に戻ってきたい」が最も高く、次いで「わからない」が高くなっ
ている。

  学年別について、中学生は「一度市外に出て、また各務原市に
戻ってきたい」、高校生は「わからない」が最も高くなっている。

「です・ます調」となっていたため「だ・である調」
に統一した。
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通番 頁 章 大項目 中項目 小項目 修正前 修正後 備考

20 28
人口

ビジョン
4.人口の
将来展望

(1)人口の将来
展望に関連する
意識調査・分析

①まちづくりに関する市民
意識調査

○人口減少対策について
  各務原市の人口減少について、「人口減少は望ましくない」が６

１．２％で最も高く、次いで「どちらともいえない」が３５．８％
となっており、前回調査（平成３０年調査）と同様の傾向となって
います。

  性別について、男女ともに「人口減少は望ましくない」が最も高
くなっています。また、男性は女性よりも「人口減少は望ましくな
い」が高くなっています。

  年齢別について、全年代で「人口減少は望ましくない」が最も高
くなっています。

  地区別について、全ての地区で「人口減少は望ましくない」が最
も高くなっています。

○人口減少対策について
  各務原市の人口減少について、「人口減少は望ましくない」が６

１．２％で最も高く、次いで「どちらともいえない」が３５．８％
となっており、前回調査（平成３０年調査）と同様の傾向となって
いる。

  性別について、男女ともに「人口減少は望ましくない」が最も高
くなっている。また、男性は女性よりも「人口減少は望ましくな
い」が高くなっている。

  年齢別について、全年代で「人口減少は望ましくない」が最も高
くなっている。

  地区別について、全ての地区で「人口減少は望ましくない」が最
も高くなっている。

「です・ます調」となっていたため「だ・である調」
に統一した。

21 41 総合戦略 5.基本方針
(1)国の基本的な

考え方
ー ー

　令和６年１１月には、「地方こそ成長の主役」との発想に基づ
き、地方がそれぞれの特性に応じた発展を遂げることができるよ
う、日本経済成長の起爆剤としての大規模な地方創生策を講ずるた
め、内閣に、新しい地方経済・生活環境創生本部が設置され、今後
１０年間集中的に取り組む「基本構想」の策定に向けた議論が進め
られることとなった。国は、「地方創生」を１０年前に開始して以
降、「まち・ひと・しごと創生法」の制定、政府関係機関の地方移
転や地方創生の交付金などにより、全国各地で地方創生の取組が行
われ、様々な好事例が生まれた一方、こうした好事例が次々に「普
遍化」することはなく、人口減少や、東京圏への一極集中の流れを
変えるまでには至らなかった反省を踏まえ、次の１０年を見据えた
「地方創生２.０」を起動し、この国の在り方、文化、教育、社会
を変革する大きな流れをつくり出すことを目指すこととしている。

令和６年１２月２４日に国から示された「地方創生
２.０の「基本的な考え方」」に関する記載を追加し
た。

22 42 総合戦略 5.基本方針 (2)地方創生2.0 ー ー
※令和６年１２月２４日に国から示された「地方創生２.０の「基
本的な考え方」」より、「地方創生２.０の基本構想の５本柱」を
抜粋して記載した。

令和６年１２月２４日に国から示された「地方創生
２.０の「基本的な考え方」」に関する記載を追加し
た。

23 47 総合戦略 7.施策体系
(1)総合戦略の
メインターゲット

ー ◎メインターゲット＜まち＞＜にぎわい＞：中京圏在住の市外住民
◎メインターゲット＜まち＞＜にぎわい＞：中京圏を中心とした市
外住民

懇話会での意見を踏まえ、記載を修正した。

〇懇話会意見
・総合戦略のメインターゲットとして、中京圏在住の
市外住民と書いてあるが、おそらく今は何となく流れ
ている方が中京圏に多いだけであって、各務原市が選
ばれているわけではないと思っている。各務原市を全
国から選ばれるまちにしていきたいと思っており、会
社の魅力をさらに外に発信できれば、それが求人に繋
がり、移住に繋がると考えている。

24 47 総合戦略 7.施策体系
(1)総合戦略の
メインターゲット

◎メインターゲット
＜まち＞＜にぎわい＞

　本市の日本人住民の社会動態の推移は、２０１９年以降は社会減
の傾向が続いている。この傾向に対して、メインターゲットを中京
圏在住の市外住民と設定し、本市の魅力を高める取組の推進や、市
外への情報発信の強化に取り組むことにより、本市に人の流れを作
り、移住・定住者の増加による社会増を目指す。

　本市の社会動態は、これまで概ね均衡しながら推移してきたもの
の、自然減による人口減少が進行していることから、社会増に向け
た取組を一層強化するため、メインターゲットを中京圏を中心とし
た市外住民と設定する。本市の魅力を高める取組の推進や、市外へ
の情報発信の強化に取り組むことにより、本市に人の流れを作り、
移住・定住者の増加による社会増を目指す。

社会動態は２０２２年に増加しており、記載として
誤っていたため、文章を修正した。

25 52～90 総合戦略
9.施策と
主な取組

ー ー ー ※用語解説を追加した。
総合計画の内容を基に、「施策」ごとに用語解説を追
加した

26 61 総合戦略
9.施策と
主な取組

戦略目標１
未来を支える
「ひと」づくり

施策の柱３
　教育
施策３
　家庭・地域・学校の
　連携による教育の充実

ＫＰＩ
●ふれコミ隊の活動に１０回以上参加した生徒の割合
　基準値（Ｒ５）：６.９％、目標値（Ｒ１１）：１０％

ＫＰＩ
●ふれコミ隊加入者率
　基準値（Ｒ５）：７.６％、目標値（Ｒ１１）：８.０％

懇話会での意見を踏まえ、ＫＰＩを変更した。

〇懇話会意見
・ふれコミ隊の指標の基準がよくわからない。１０回
以上活動に参加する人の指標が、基準値が６.９％で
目標値が１０％となっていることについて、ふれコミ
隊での活動は年間どれくらいあるかわからないが、多
く積極的に参加する学生の数より、平均何回という指
標を設定した方がいいのではないか。
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通番 頁 章 大項目 中項目 小項目 修正前 修正後 備考

27 84 総合戦略
9.施策と
主な取組

戦略目標3
魅力と安心の
「まち」づくり

施策の柱２
　安全・安心
施策２
　良好な生活環境の整備

・電子図書館は、「いつでも、だれでも、どこでも」利用できる便
利さに加え、文字の拡大や読み上げ機能などにより年齢や障がいの
有無に関わらず本を読むことに有効であるため、ウェブサイトやＳ
ＮＳを活用した周知により、更なる利用促進に努める。

・電子図書館は、文字の拡大や読み上げ機能等により、年齢や障が
いの有無に関わらず、「いつでも、だれでも、どこでも」利用でき
るため、ウェブサイトやＳＮＳを活用した周知により、更なる利用
促進に努める。

文章を修正した。

28 86 総合戦略
9.施策と
主な取組

戦略目標4
人の流れを生み出す
「にぎわい」づくり

目指す姿

 本市には、岐阜かかみがはら航空宇宙博物館や河川環境楽園など
の他にはない魅力ある施設や大型ショッピングモールなどが立地し
ており、また、それらを生かした特徴あるイベントなども開催され
ている。これらの魅力を市内外へ効果的に発信することにより、観
光。交流による活力を生み出すとともに、人の流れを移住定住に結
びつける。

 本市には、岐阜かかみがはら航空宇宙博物館や河川環境楽園など
の他にはない魅力ある施設や大型ショッピングモールなどが立地し
ており、また、それらを生かした特徴あるイベントなども開催され
ている。これらの魅力を市内外へ効果的に発信することにより、観
光、交流による活力を生み出すとともに、人の流れを移住定住に結
びつける。

誤字を修正した。

29 88 総合戦略
9.施策と
主な取組

戦略目標4
人の流れを生み出す
「にぎわい」づくり

施策の柱１
　発信・誘客
施策２
　観光資源等の活用と
　効果的なＰＲ

現状と課題　３点目
 岐阜かかみがはら航空宇宙博物館の展示内容の充実や魅力向上の
ため、企画棟を活用した展示や体験型コンテンツの設置、魅力的な
ＰＲを図ることで、来館者の増加につなげる必要があります。

現状と課題　３点目
 岐阜かかみがはら航空宇宙博物館の展示内容の充実や魅力向上の
ため、企画棟を活用した展示や体験型コンテンツの設置、魅力的な
ＰＲを図ることで、来館者の増加につなげる必要がある。

「です・ます調」となっていたため「だ・である調」
に統一した。
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